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  ユーラシアンホットライン  
新年あけましておめでとうございます。 

―ユーラシアンクラブ創立２０周年記念集会の開催４月２８日に変更ー 

 理事長 江藤 セデカ 

新年を迎え、皆様のご健康とご幸せを祈り、新春のご挨拶

を申し上げます。あけましておめでとうございます。 

私は、これからのユーラシアンクラブの活動を展望する時、

今の日本の現状を憂えています。アジアの中でそして国際社

会の中で、日本は今、信用を無くしているように見えるから

です。40 年も 50 年もかけて築き上げた信頼が崩しつつある

のではないでしょうか。 

昨年私たちは、東日本大震災の被災者に対して「アジアの

絆」を掲げて炊き出しや傾聴、鎮魂のコンサートを実施しま

した。時空を超えてアジアとつながる音楽の絆をテーマに愛

川町やウズベキスタンで音楽フェスティバルを開催し、神奈

川県・愛川町のあいかわ公園ではモンゴルフェスティバルに

アフガニスタンの留学生も参加し有意義な時を過ごしまし

た。 

ユーラシアンクラブを通したアジアとつながる活動によっ

て、アジアの中の日本を忘れず、日本が変わらないでアジア

と関われる国であってほしいと願っています。 

昨年、前理事長の大野遼さんからバトンを受けて、副理事

長のバーボルドさんとともに今後のクラブの活動運営をする

ことになりました。 

今年の最初の大きな課題は、今年２月１１日で創設２０周

年を迎えるクラブの活動を総括して、今後の展望をご提案す

ることです。4月28日に記念イベントを開催したいと考えて

います。現在会場確保に努力しているところですが、多くの

皆様と一緒に、国家・民族・宗教を超えて、民族の共生・自

然との共生を目指す新しいユーラシアンクラブの姿をお示し

したい。 

今のアジアの枠組み形成に占めるペルシャ系文化、モンゴ

ル文化の役割は大きく、春以降、ペルシャ文化フェスティバ

ル、モンゴルフェスティバルを軸にしながら、アジアの諸民

族理解親睦協力を推進する計画です。留学生を対象にした活

動も力を入れて取り組むつもりです。 

東日本大震災からの復興計画については大変重要だと考え

ており、効果的な手法を現在模索中です。 

ユーラシアンクラブの新しい仲間を募集しています。皆様

のご参加をお待ちしています。 

今年が皆様にとって健やかで楽しい一年となるようお祈り

いたします。 

        副理事長 バー・ボルド（富川 力道） 

皆様、明けましておめでとうございます。バー・ボルドー

こと富川力道でございます。今年もよろしくお願いいたしま

す。 

さて、ユーラシアンクラブと関わって、大体10年以上が

経っているでしょうか。大野さんをはじめ、クラブのメ

ンバーの皆様の国境と宗教を超えた民族文化交流とユー

ラシアの人々とのふれあいを楽しむ一途な姿には常に感

動させられてきました。また多くの知識や人間としての

生き方を学ぶことができました。心から感謝しておりま

す。内戦や国際間の摩擦などが絶えない今日の世界にお

いて、こうした小さな民間の地道な活動こそ大きな意味

があると思います。人々をつなぐものは「こころ」であ

り、相互理解であると、わたしは常に考えて、行動して

います。皮肉にも、3．11大震災は人々に「きずな」の大

切さを取り戻した気がします。未だに仮設住宅で生活を

送っており、故郷に帰れない人がたくさんいることを思

うと心が痛みます。絆は、人にとって永遠に大切である

と思います。ある意味で、絆こそユーラシアンクラブの

モットーであるかもしれません。 

わたしは、在日生活が22年目を迎えています。いまま

で日本とモンゴルの文化交流、モンゴルと日本の正しい

理解を主とした活動を続けてきました。その過程で、実

に多くの日本の方々の心温まるご支援とご協力をいただ

き、日本人の心の暖かさ、包容力、そして無償の愛に恵

まれてきました。今や日本はわたしのかけがえのない故

郷であります。在日の生活はいままでのわたしの人生で

一番充実した時期ではないかと思っております。 

昨年、ユーラシアンクラブの総務会で、不肖ボルドー

を副理事長に推していただきましたが、誠に身に余る思

いであり、光栄に存じ上げております。それ以来、一体

自分に何ができるのでしょうかと自問自答してきました。

いままでの経験で何かできるのではないかと自分を励ま

してもきました。まずは、ユーラシアンクラブの大先輩

方からいろいろなアドバイスをいただきながら、20 年の

歴史を持つユーラシアンクラブの趣旨と歩みを最初から

勉強し直し、みなさんと心を開いて語らい合うことから

始めたいと思います。浅学菲才の身ではございますが、

先輩方や仲間たちにいろいろ教わりながら、ユーラシア

ンクラブが目指す方向で歩んでいく所存でございます。

どうかみんな知恵を出し合い、忌憚のない意見や考えを

分かち合いながら邁進して参りましょう。未熟なボルド

ーをご指導、叱咤激励のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

「健康は第一の富である」（エマーソン）という名言が

ありますが、皆々様には今年も健康を第一に考えて、さ

らなる小さな富を重ねていくためにも、共に生きましょ

う。わがユーラシアンクラブの益々の発展と皆様のご健

勝を祈りつつ、ごあいさつとさせていただきます。 
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【マレーシア通信】第１２号   言語とアイデンティティ      板坂 優一 
 
● 板坂 優一：１９８３年生まれ。北海道出身。２００９年の冬からバックパックとギターを背負って中国からシリアまでア

ジア横断の旅へ。そこで見た『イスラムの世界』に魅せられ、現在マレーシアのペナンにてアジアの文化、特にイスラム圏につ

いて宗教、社会などの勉強をしている。 
 
 私が通う大学には語学学校があり、様々な語学教育を受ける事が

できる。今私はそこで必修授業の他にアラビア語の勉強もしている。

アラビア語クラスのクラスメートは皆マレー系マレー人で、さらに

授業は私に説明する以外、殆どマレー語で行われる。もちろん私は

マレー語は分からないので、ものすごいアウェーな環境の中で勉強

している感じがする。でも私はそんな環境が大好きである。 
 それはさておき、マレーシアでは当然の事、主にマレーシア語が

話される。マレー語は国語であり、それを日常的に話す人の多くは

イスラムを信仰するマレー系マレー人だ。マレー語の由来はインド

から伝わったサンスクリット語由来の言葉が多く、また、イスラム

が東南アジアに伝播する際にアラビア語もマレー語に多少加わった

と言われている。文字は今では英語のアルファベット表記だが、マ

レー伝統の文字は『ジャウィ文字』である。ジャウィ文字はアラビ

ア語を改良して作られた文字で、アラビア語にはない発音の文字が

足されている。アラビア語を習ったことがある人なら何とか読む事

が出来る。現在では使われる事はあまりなく、日常の中で見かける

ものは紙幣やモスク、それとイスラム系のレストランの看板に使わ

れるくらいだ。ちなみにお隣の国、インドネシアや、タイ南部でも

マレー語が話されていて、意外にもマレー語は東南アジアでは広く

使われる言葉なのだ。 
 マレー語と同様に英語もこの国では重要だ。マレーシア語はマレ

ーシアの国語となっているが、全てのマレーシア国民がマレー語を

完璧に操れる訳ではない。中華系は中国語、インド系はタミル語と

言う風にそれぞれ得意とする言語を持っている。一応マレーシアに

住む全国民にマレー語の教育を施されるが、国立の学校以外で、中

華系やインド系の学校に通う人の中でマレー語を得意としない人が

出てくるのだ。その結果、マレー語よりむしろ英語の方が共通語と

してよく使われている。英語の方が日常的に話されるのでマレーシ

ア語よりむしろ英語を重視する人も少なくはない。しかしマレー系

の中で英語が話せない人が沢山いて、コミュニケーションするのに

困る事が多々ある。更にマレーシア政府は社会的地位が低いとされ

るマレー人の地位向上をはかる『ブミプトラ政策』を薦めている為、

国営機関等では殆どマレー人を採用し、またマレー語の奨励もして

いる。役所関連の書類ももちろんすべてマレー語だ。私の中華系の

友人で車の免許の筆記試験に４回落ちたという人が居る。理由は教

科書や試験が全てマレー語で書いてある為、なにが書いているか分

からないからだと言っていた。 
 このように国民全てが同じ言葉を話さない故にコミュニケーショ

ンや国のサービスを受ける際の弊害が出てしまう事がある。マレー

シア政府は人種間の調和をはかる為、『１マレーシア』（サトゥ・マ

レーシア）も推し薦めているが、それと人種のアイデンティティの

間には摩擦が産まれているのも少なからず見える事実である。

【インド通信】                             佐藤友美 
［1986 年生。幼少期をオーストラリアとシンガポールで、10 代は埼玉県で過ごす。オーストラリア国立大学でサンスクリッ

ト語と日本語言語学を学ぶが、優等学位のために書いた論文は津田梅子に関するものだった。その後東京外国語大学の博士課程

前期に入学するも、現在休学してインド・ケーララ州で日本語教師として企業勤務。現在の主な関心はケララ芸能。］ 

① 第８号   ケーララの神さま１ 

 アイヤッパン  シャバリマラ（もしくは、サバリマラ）

巡礼の季節になりました。アイヤッパ信仰の総本山、シャ

バリマラ。11月から1月にかけて、この時期はシャバリマ

ラ寺院にお参りにたくさんの人が詰めかけます。私はと言

えば、早めにあらゆる電車の予約を済ませたぐらいで、特

に接点も無かったのですが、偶然、巡礼に行く人たちの儀

式に立ち会ったこと、それからこのアイヤッパ神が中々興

味深い神様なので、少し紹介させていただこうかと思いま

す。 

  アイヤッパ神はケーララでとても人気の

神様で、シバ神とヴィシュヌ神の子どもにあ

たります。両柱とも男の神様なのに、何故？ 

とお思いになるでしょうが、ヴィシュヌ神の

女性に化身した姿である、モーヒニーとシヴ

ァ神の間の子どもなのです。この成り行きに

は諸説、というか、色々な神話がありますの
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で、ここでは省きます。また、アイヤッパン信仰は

元々は仏陀信仰だったのではないかとも言われてい

ます。 

  モーヒニーは、ケーララの女性舞踊、モヒニヤッ

タムの語源でもあります。「モーヒニー」＋「アッタ

ム」は、「モーヒニーの踊り」という意味。不死の妙

薬アムリタを悪魔から奪うためにヴィシュヌ神が化

身したのもモーヒニー。モーヒニーには男をメロメ

ロに狂わせる力があるようで、他にもその魅力で敵を陥落させる

神話が伝えられています。モヒニヤッタムが「この上なく魅力的

な女性の踊り」などと紹介されるのも、こうした背景があっての

こと。 

  ヴィシュヌ神がシヴァ神よりもどことなく柔らかで女性的な

イメージがあるのは、彼女によるところもあるのかもしれません。

また別の化身であるクリシュナ神にしても、子どもの時の姿でも

親しまれ、バターの壷をこっそり平らげてしまった逸話なども有

名です。そんなヴィシュヌ神だからこそ、アイヤッパン神の話も

当たり前のように受け入れられているので

しょう。 

  さて、話はシャバリマラ巡礼に戻ります

が、この巡礼者たちは黒尽くめ（もしくは、

青）の装束なので、すぐに分かります。伝

統的には、イルムリケットゥと言う、お米

の詰まった袋と、ギーをたっぷり注いだ椰

子の実を持って行きます。お米は、元々は、

旅の間の食料のため。椰子の実は、ギーで一杯にしたらコルクで

栓をし、その上から柔らかなパッパダム（薄―い揚げせんべいの

ようなもの）で覆います。このギーは、シャバリマラの寺院で御

神体に注ぐそうです。 

  本来は巡礼者たちの写真を撮ってお見せしたかったのですが、

撮影しやすい状況に行き合うことがあまり無いので、代わりに、

かつては人々が毎朝お寺に来る前に身を清めたお寺の池と、アイ

ヤッパン特集の子どもの漫画雑誌の写真です。「スワーミイェー、

アイヤッパー！」（巡礼者たちの掛け声）

② 第９号     ケーララのクリスマス 
 ケーララのキリスト教徒の、歴史の古

については、以前にも少し言及したかと

います。伝説によれば、紀元1世紀、使

トマスがケーララに宣教に訪れたとさ

ています。否定する向きも多いものの、

に当時のケーララは地中海との交易で

えており、現実に彼が来印したと考える

とは、けして不可能と言い切れるもので

ありません。 
 いずれにしろ、早い時期にキリスト教徒がケーララに根付き、

コミュニティを形成していたということは、様々な歴史的資料に

裏付けられています。クリスチャンだけではなく、ユダヤ人も早

くから定着しておりましたし（イスラエル建国に伴い、今ではほ

とんど残っている人はいなくなってしまったそうですが）、アラ

ブとの交易も、ムハンマド以前から盛んでしたから、イスラムの

流入も早かったはずだと考えられています。 
 そんなケーララでのクリスマスは、なにぶん南国ですから、雰

囲気満点とはいきません。けれども、クリスマスが近づくにつれ、

町のあちこちには大きな星の吊り飾りが増えます。その名も「ス

タル」。かつては葉や竹などから手作りしたようですが、今はお

店で買うことが一般的なようです。紙製のスタルの中に電球をぶ

ら下げれば、夜はなんともいえない輝きが町に溢れます。 
 軒先に吊るされる星を見かけるたび、「この家はクリスチャン

なのだろうか？」と少し考えますが、実際には、あまり宗教に関

係なく楽しまれている模様。教会はたくさんの星に

彩られ、一方普通の庭先でも、七夕かという様相で

星が吊り下げられた木を見かけたりします。近年は、

クリスツマスツリーも導入されてきているそうです。 
 私が興味深く思ったのは、あちこちでキリスト降

誕の様子が、ミニチュア模型で展示されていること。

飼い葉桶にイエスが寝かされ、三人の博士たち（も

しくは羊飼い）が祝福に訪れる、有名な場面です。

これが、多くは藁を使った小さな手作りの小屋（を、半分に割っ

て外から見られるようにした）模型に、人形を配して再現されて

います。うちの会社にも二つほど出

現しました。 
 調べてみると、この「降誕の場面

の再現」は、世界的にはけして珍し

いものではなく、キリスト教社会で

はごく一般的なもののようです。し

かし、この「飼い葉桶」が何なのか

が社会的に認識され、受け入れられ

ているというのが、ケーララという

土地の面白い所なのでしょう。クリ

スマスは休日ですし、経済効果も今

は大きいそうですが、単なるお祭り騒ぎのためのお祭りという

だけでなく、ケーララのクリスマスは根付いているようです。 

 
●＜東北・木質バイオマスシンポジウム2013～311を超えて持続可能で地域自立に向けての木質バイオマス利用のために～のご案内＞ 

 311の震災は、東北地方に甚大な地震、津波、放射能汚染の被

害をもたらしました。その一方で脱原発・再生可能エネルギー拡

大の機運を大きく高める契機となりまた。そして2012年7月か

ら再生可能エネルギー電力買取制度（FIT）が始まり、莫大な復

興予算も投じられています。 
こうしたなかで、東北地方の持続可能な木質バイオマス利用推進

のために、関係者は何をすべきか、そしてそのための協力関係の

構築について議論を行います。適切で効果的な森林資源管理・バ
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イオマス利用促進策への向けての関係者の情報交換の場を設定

し、今後につなげていくきっかけとなればと存じます。多数の皆

さまのご参加をお待ちしています。 
時期：２０１３年１月１６日（水）１３：３０～１７：３０ 
会場：岩手大学北桐ホール（岩手県盛岡市上田三丁目18番8号）

盛岡駅よりバス10分 
http://www.jsps.go.jp/j-grantsinaid/06_jsps_info/g_110530/data
/kikin-kaijo_iwate.pdf  
主催：NPO法人バイオマス産業社会ネットワーク（BIN） 
共催：W-BRIDGE 
後援：岩手大学（予定） 
参加費：BIN会員 無料、一般 1000円（資料代） 
プログラム：（一部内容が変更になる場合がありますが、どうぞ

ご了承ください。）開会挨拶 NPO法人バイオマス産業社会ネッ

トワーク理事長 泊 みゆき１．「東北の林産業のバランスのと

れた発展と木質バイオマス利用拡大とは」（岩手大学准教授、岩

手・木質バイオマス研究会会長 伊藤幸男氏）２．「再生可能エ

ネルギー電力買取制度（FIT）開始と地域の持続可能な森林資源

利用～石炭火力発電所への木質バイオマス混焼事業について～」

（釜石地方森林組合 高橋幸男氏）３．「311 と東北地域のバイ

オマス協力の形成「（NPO法人日本の森・バイオマスネットワー

ク副理事長 大場 隆博氏）４．「福島における木質バイオマス

利用と放射能汚染にどう取り組むか」（阿武隈・八溝木質バイオ

マス協議会会長 鈴木正美氏）５．パネルディスカッション「311
後の東北の持続可能な木質バイオマス利用推進に向けてなすべ

きこと（仮題）」（コーディネーター 泊みゆき パネリスト 講

演者＋岡田久典氏（Ｗ－ＢＲＩＤＧＥ）） 
６．交流会（参加費2000円） 
※参加をご希望される方は、下記よりお申し込みください。交流

会にご参加される場合は、その旨備考欄にご記入ください。 
http://www.npobin.net/apply/※サーバーの不調等で送信できな

い場合は、お手数ですがお名前、お名前ふりがな、ご所属、電話

番号、E-mail アドレスをご記入いただき、E-mail ：
mail@npobinn.net までお送りいただければ幸いです。△▼☆★

△▼☆★△▼☆★△▼☆★△▼☆★△▼☆★△▼☆★ 
◆バイオマス産業社会ネットワーク第120回研究会「木質バイオ

マス発電事業の事例紹介～バイオマス群馬の取り組みについて

～」の資料をサイトにアップしました。詳しくは下記をご参照く

ださい。http://www.npobin.net/research/  
◆W-BRIDGE の助成をいただいて作成したバイオマス白書

2012 が完成しました。ご協力いただいた皆様、どうもありがと

うございました。トピックス「東日本大震災・原発事故と今後の

バイオマス利用を考える」では、震災復興、再生可能エネルギー

電力買取制度（FIT）、ランドラッシュについて取り上げたほか、 
2011年の国際・国内動向などについてまとめたものです。 
サイト版は、下記に掲載しています。 
http://www.npobin.net/hakusho/2012/  
また、バイオマス白書2012小冊子版（ダイジェスト版）の送付

希望も承ります。Ａ４版フルカラー28pの小冊子です。ご希望の

方は、下記をご参照ください。http://www.npobin.net/data/  
◆三井物産環境基金の助成をいただき、財団法人地球・人間環境

フォーラム、FoE Japanとともにに、2012年１月、シンポジウ

ム「海外農地投資（ランドラッシュ）の現状とバイオマスの持続

可能性」を開催しましたが、本シンポジウムの講演録を作成しま

した。IAASTD「岐路に立つ農業」の要旨抄訳などの資料も添付

しています。PDF版は、こちらよりダウンロード可能です。 
http://www.gef.or.jp/activity/economy/stn/biomass_landrush20
12.html  
 講演録の印刷版を頒布いたします。送料込みで一部600円です。

ご希望される方は、下記事務局まで、送付先の郵便番号、都道府

県からのご住所、ご氏名、E-mail アドレス、ご希望の冊数をお

知らせください。代金は、印刷版に同封する振込先にお振込みく

ださい。 
◆NPO 法人バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）では、会

員を募集中です。個人会員（年会費3,000円より）と法人会員が

あります。会員の方は、BIN研究会に会員価格（通常無料）でご

参加できるほか、バイオマスのメールマガジンやメーリングリス

トへの登録が可能です。詳しくは、当ネットワークホームページ

（http://www.npobin.net/）の「会員制度」のページをご参照く

ださい。なお、会員の方で[e-biomass]で始まるメーリングリスト

のメールが届いていない方は、 
http://groups.yahoo.co.jp/group/e-biomass/ で再送付手続をし

ていただくか、事務局までご連絡いただければ幸いです。 

 
メディア・ユーラシア情報 ネットリサーチ  

東京外国語大学「日本語で読む中東メディア」が注目 http://www.tufs.ac.jp/common/prmeis/fs/ です。 

[北アジア(含むロシア)] 
● ロシアのビザ簡素化 

   ロシア上院（連邦会議）は、ロシア政府と日本政府のビザに

関する協定を批准した。同協定はこれより先、下院で承認され

ていた。 

    協定には、両国民に対する９０日以内のシングルビザまた

は３年以内の数次ビザの発給手続きの簡素化が規定されている。

これは、商業活動や教育、科学、芸術、そのほかの文化活動へ

の参加者、スポーツ選手などが対象となる。 

 同協定は今年１月２８日、東京で調印された。 

 インターファクス 

http://japanese.ruvr.ru/2012_12_26/99317218/  

● ロシアの太平洋側パイプラインが完成、欧州向け原油供給減

少も 

［モスクワ ２４日 ロイター］ ロシアの石油パイプライン
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独占企業トランスネフチ(TRNF_p.MM: 株価, 企業情報, レポー

ト)による東シベリア─太平洋（ＥＳＰＯ）パイプライン建設プ

ロジェクトで、内陸のスコボロジノから太平洋側のコズミノ港

までのルートが完成した。２５日に正式に稼働する。 

 同ルートの開通により、全長４２００キロメートルのＥＳＰＯ

パイプラインが完成する。 

 原油はこれまで、スコボロジノから鉄道で輸送されていたが、

新パイプラインの稼働で直接パイプラインを通じてウラジオス

トク近郊のコズミノ港に輸送される。 

 ロシアは先に中国国境のスコボロジノまでのルートを開通さ

せ、２０１１年１月に中国向けに日量３０万バレルの原油供給

を開始した。 

 トランスネフチによると、今年のＥＳＰＯ経由の原油輸出量の

約３分の１を日本が購入。次いで中国が２４％、米国が２２％

購入したという。 

 ロシアのプーチン大統領は国内の石油・ガス会社に対し、収益

が見込めるアジアのエネルギー市場でのシェアを拡大するよう

求めてきた。 

 アナリストは、ＥＳＰＯパイプラインの全面開通によりロシア

からの原油供給が減るとの欧州の懸念は当然だと指摘する。 

 最初の四半期の供給スケジュールによると、ロシアはバルト海

からの欧州向け原油供給を過去最大となる２０％削減する予定

だ。 

また、新パイプラインの開通で、東西両側への安定供給を維

持するとの約束を守れるかどうかも疑問視されている。 

 計画では、太平洋ルートのパイプラインを通じ２０１３年に日

量３６万バレルを輸送。長期的には輸送量を同１００万バレル

に引き上げる予定だ。 

 しかし、ＵＢＳ（ニューヨーク）のエネルギー市場ストラテジ

スト、ユリウス・ウォーカー氏は、ロシアにとってＥＳＰＯパ

イプラインへの十分な原油供給はかなり難しくなると指摘。東

シベリアの一部油田の生産量は「予想ほどではない」と述べた。 

http://jp.reuters.com/article/jpRussia/idJPTYE8BO01I2012

1225?pageNumber=2&virtualBrandChannel=0  

 

[西アジア] 
● シリア死者は６万人超 国連、既存集計上回る 

 【カイロ共同】ピレイ国連人権高等弁務官は２日、内戦中の

シリアで反政府デモが始まった２０１１年３月以降の死者が６

万人を超えたとの新たな分析を明らかにした。七つの異なる情

報源から得たデータを使い算定した。 

 ピレイ氏によると、昨年１１月３０日までの死者が５万９６

４８人。その後もシリア各地で戦闘が続いているため、今年１

月２日までの死者は６万人を超えたと見なすことができるとし

ている。情報源の一つ、シリア人権監視団（英国）はこれまで

の死者を４万６千人以上としていた。 

 一方、ロイター通信によると、シリア政府軍は２日、首都ダ

マスカス郊外ムレハを空爆、３０人が死亡した。 

2013/01/03 00:38   【共同通信】 

http://www.47news.jp/CN/201301/CN2013010201001083.html  

○ ハマスに「軍事的支援」 イラン国会議長、異例発言 

2012.11.21 23:32  

 イランのラリジャニ国会議長は２１日、イスラエル軍の攻撃

が続くパレスチナ自治区ガザを支配するイスラム原理主義組織

ハマスに対し、イランが「財政、軍事の両面で支援しているこ

とを誇りに思う」と述べた。イランのメディアが伝えた。 

 イラン指導部のメンバーがハマスへの軍事支援を明言するの

は異例。ラリジャニ氏は、最高指導者ハメネイ師に近いとされ

る有力者。 

 ハマスはイスラエルに向けてイラン製長距離ロケット弾「フ

ァジル５」を発射しているが、イラン当局はロケット弾の供与

を含めた軍事支援を否定していた。 

 イラン学生通信によると、イラン指導部の親衛隊的性格を持

つ革命防衛隊高官も、ファジル５について、ハマスにロケット

弾そのものを供与していないが、製造に必要な技術を提供した

ことを明らかにした。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/121121/mds1211212333

0008-n1.htm  

【南アジア】 
● 権限移譲の第４弾開始へ アフガニスタン 

2012.12.31 23:42  

 アフガニスタン政府は３１日、同国に駐留する国際治安支援

部隊（ＩＳＡＦ）からアフガン側への治安権限移譲の第４弾を

２週間後に開始すると発表した。第４弾が終了すれば、国民の

９割近くが住む地域でアフガン治安部隊が治安維持を担うこと

になる。 

 政府によると、第３弾は３１日に完了し国民の約７５％が住

む地域で地元部隊が治安維持を担当しているが、反政府武装勢

力タリバンが地元部隊に紛れ込み、ＩＳＡＦ隊員を射殺する事

件が増えている。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/121231/asi1212312343

0002-n1.htm  

● 女性警官が米国人射殺 アフガン首都 

2012.12.24 22:58 ［米国］  

 アフガニスタンの首都カブールにある警察本部で２４日、ア

フガン人警官の女が国際治安支援部隊（ＩＳＡＦ）の契約職員

の米国人男性を射殺した。ＩＳＡＦなどが明らかにした。 

 事件の背景は不明。アフガンでは国軍兵や警官が外国部隊に

発砲する事件が頻発しているが、ＡＰ通信によると、女性によ

る犯行は初めて。 

 警察本部は州知事のオフィスや裁判所などと同じ敷地内にあ

り、発砲事件は警察本部の建物の外で起きたという。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/121224/asi1212242259

0004-n1.htm  

● 英王子が戦闘参加、タリバン兵死亡 アフガン 
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2012.12.24 00:08  

 ２３日付英大衆紙サンによると、チャールズ英皇太子の次男

で英軍攻撃ヘリコプター操縦士ヘンリー王子（２８）が１０月

下旬、派遣先のアフガニスタン南部ヘルマンドで戦闘に参加し

た。王子は地上部隊からの求めを受け、ヘリから空対地ミサイ

ルを発射し、反政府武装勢力タリバンの兵士が死亡したという。 

 同紙によると、王子が参加した戦闘で死者が出たのは初めて。 

 同紙は王位継承順位３位のヘンリー王子による「初の殺害実

行」を「英雄的行為」と称賛しているが、地上部隊が王子に攻

撃を求めた人物をタリバン兵と判断した根拠には触れていない。 

 アフガンでは国際部隊による空爆でたびたび市民が巻き添え

になっている。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/121224/asi1212240010

0000-n1.htm  

● ヘンリー英王子の基地攻撃、アフガンで米兵２人死亡 

2012.9.15 09:47 ［アフガニスタン］  

 【ニューデリー＝岩田智雄】ロイター通信によると、イギリ

スのヘンリー王子（２８）が派遣されているアフガニスタン南

部ヘルマンド州にある基地が１４日夜から１５日未明にかけて、

イスラム原理主義勢力タリバンの攻撃を受け、米海兵隊員２人

が死亡し、複数の米国人が負傷した。王子は無事だった。 

 タリバンはロケット砲や迫撃砲、銃などを使い基地の防衛境

界線を突破して攻撃した。交戦は午後９時から約３時間続いた。 

 英国防省は今月７日、約４カ月の予定でヘンリー王子をアフ

ガンに派遣。タリバンは１０日、王子について「総力を結集し

て殺害または拉致する」と宣言していた。攻撃の目的は不明。 

 ヘンリー王子はエリザベス女王の孫でチャールズ皇太子の次

男。先月末、米ラスベガスで若い女性と全裸でいる写真がメデ

ィアに流出し、謹慎していた。 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/120915/asi1209150945

0000-n1.htm  

● タリバンとアフガン政府が同席、仏シンクタンク会合 

2012.12.21 20:05  

 ２１日付のインド紙ヒンズーはパリ発で、フランス政府系シ

ンクタンクが主催する会議が１９、２０日にパリ郊外であり、

アフガニスタン政府と反政府武装勢力タリバン双方の代表が出

席したと報じた。 

 会議は非公開で、主催者側は「アフガンの将来的な安定」に

ついて議論したと説明。政府側とタリバンの間で和平交渉に向

けたやりとりがあった可能性もある。 

 ヒンズー紙によると、アフガン政府側はカルザイ大統領の親

族が、タリバン側は旧タリバン政権の駐パキスタン大使だった

ザイーフ氏が出席。会議には、タリバンと協力関係にある武装

勢力「ヒズビ・イスラミ」なども招かれたという。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/121221/asi1212212008

0001-n1.htm  

● 援助関係者７人殺害 パキスタン北西部 

2013.1.1 21:44  
武装集団の襲撃で重傷を負い、病院で手当てを受ける運転手＝

１日、ペシャワール（ロイター） 
 パキスタン北西部カイバル・パクトゥンクワ州スワビ郊外で

１日、武装集団がワゴン車を銃撃し、地元当局者によると乗車

していた地元の援助団体で働くパキスタン人の女性６人と男性

１人が死亡、運転手が重傷を負った。 
 犯行声明は出ておらず背景は不明だが、同国ではイスラム武

装勢力が援関係者を襲撃する事件が相次いでいる。（共同） 
http://sankei.jp.msn.com/world/news/130101/asi1301012145
0005-n1.htm  
● 爆弾テロで６人死亡 パキスタン南部、５０人負傷 
2012.12.29 23:04  
 パキスタン最大都市、南部カラチの中心部にあるキャントン

メント駅近くで２９日、大きな爆発があり、地元メディアによ

ると、市民ら少なくとも６人が死亡、約５０人が負傷した。地

元当局者は爆弾テロとみて調べている。 
 犯行声明は出ておらず背景は不明だが、同国ではイスラム武

装勢力「パキスタンのタリバン運動（ＴＴＰ）」が各地で治安当

局を狙った爆弾テロを繰り返している。（共同） 
http://sankei.jp.msn.com/world/news/121229/asi1212292306

0005-n1.htm  

● バス３台の近くで爆発、２０人死亡 パキスタン、宗派対

立2012.12.30 17:57  

 パキスタン南西部バルチスタン州マストゥング近郊で３０日、

バス３台の近くで車に積まれた爆弾が爆発し、地元当局者によ

ると、バスに乗っていた国内少数派のイスラム教シーア派の巡

礼者少なくとも２０人が死亡、２４人が負傷した。 

 地元治安当局は多数派のイスラム教スンニ派の過激派による

犯行とみて捜査している。バルチスタン州では、宗派対立を背

景とするテロが後を絶たない。 

 治安当局者は遠隔操作で爆弾が爆発したとみているが、自爆

だったとの目撃証言もある。バスのうち１台は完全に大破し炎

上、２台もそれぞれ破損した。 

 バスはいずれもバルチスタン州の州都クエッタから隣国イラ

ンに向かう途中だった。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/121230/asi1212301759

0001-n1.htm  

● 政治集会近くで爆発、４人死亡 パキスタン南部 

2013.1.2 21:37  

 パキスタンの最大都市、南部カラチで開かれた政治集会の会

場近くで１日、オートバイに仕掛けられた爆弾が爆発し、４人

が死亡、少なくとも４５人が負傷した。２日付の地元各紙が報

じた。 

 イスラム武装勢力「パキスタンのタリバン運動（ＴＴＰ）」が

犯行を認めた。集会は、連立与党の一つで、カラチを本拠とす

る統一民族運動（ＭＱＭ）が開催。ＭＱＭの担当者によると、

集会は既に終了していたが、帰宅するためバスに乗っていた参

加者も被害に遭ったという。 

 ＴＴＰは治安当局者や政府関係者を狙った襲撃を繰り返して

いる。（共同） 
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http://sankei.jp.msn.com/world/news/130102/asi1301022138

0001-n1.htm  

● パキスタン、タリバン８人を釈放 混乱回避か 

2013.1.1 16:19  

 パキスタン外務省は昨年１２月３１日、同国が拘束していた

隣国アフガニスタンの反政府武装勢力タリバンの元幹部メンバ

ー８人を釈放したと発表した。昨年１１月にも同メンバー１８

人を釈放したという。 

 パキスタン外務省は、アフガン政府とタリバンとの「和平交

渉を促進するため釈放した」と説明している。アフガンに展開

する国際治安支援部隊（ＩＳＡＦ）の戦闘部隊の撤退完了が２

０１４年末に迫る中、和平を後押しすることで撤退後の混乱を

避ける狙いがあるとみられる。 

 今回釈放された８人には、タリバン最高指導者オマル師に近

く、旧政権で法相を務めたヌルッディン・トゥラビ師も含まれ

ている。タリバンのナンバー２だったアブドルガニ・バラダル

師は依然、拘束されている。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/130101/asi1301011620

0003-n1.htm  

[東南アジア] 
● ミャンマー大統領が訪韓 李大統領と首脳会談へ 

2012.10.8 12:06 ［韓国］  

 ミャンマーのテイン・セイン大統領は８日朝、３日間の日程

で韓国を訪問した。９日に李明博大統領と会談するほか韓国経

済団体首脳らとの会合も行う予定で、ミャンマーへの投資を呼

び掛けたい考えだ。 

 李大統領は５月に、韓国大統領としては約２９年ぶりにミャ

ンマーを訪問。韓国側の説明では、このときの首脳会談でテイ

ン・セイン氏は、過去にミャンマーと北朝鮮の間に武器取引が

あったと認めた上で、今後は行わないと表明した。 

 北朝鮮が非難を続ける韓国を訪問することで北朝鮮との関係

断絶をアピールし、欧米に一層の制裁緩和を求める思惑もある

とみられる。（共同） 

http://sankei.jp.msn.com/world/news/121008/asi1210081207

0001-n1.htm  

● 【ミャンマーは今】 

（下＝日本への期待と課題）ダウェイ経済特区をイクＳＥＺの

現場を見る 

2012.11.10 18:00  

 ミャンマーが外国投資の受け皿として整備を急ぐ経済特区

（ＳＥＺ）は北部のチャウピュ、ヤンゴン近郊のティラワ、南

部ダウェイの３カ所ある。日本企業の関心が最も高いのはティ

ラワだが、ミャンマー政府にはダウェイも重要な拠点。ダウェ

イはミャンマーからタイ、カンボジアを抜け、ベトナムにつな

がる「南部経済回廊」の西の起点で、２０１５年の東南アジア

諸国連合（ＡＳＥＡＮ）統合に向け、開発が急ピッチに進む。 

 ミャンマー最大都市ヤンゴンから南へ約３６０キロ。ダウェ

イはインド洋の東、アンダマン海沿いに南下し、飛行機で１時

間ほどのところにある。新政権発足で、「管区」から「地域」に

呼称が変わったタニンダーリ地域の首都でもある。 

 この１年、ヤンゴンやネピドーから多くの役人が移り住み、

地域政府の建物や公務員宿舎、郊外には映画館が入った大型シ

ョッピングセンターの建設も予定されている。 

 深海港を中心にしたダウェイ経済特区の開発現場は、ダウェ

イの中心部から４輪駆動車で山の中を２時間ほど走ったところ

にある。山を超えると、英国植民地時代からリゾートとして有

名なマウンマガンビーチがあり、風光明媚（めいび）な場所だ。 

 現地には、開発主体のダウェイ開発会社（ＤＤＣ）のビジタ

ーセンターとセミナールーム、事務所、社員寮やゲスト用宿舎

が並ぶ。そのビジターセンターには、経済特区の完成予想図に

加え、開発で引っ越しを余儀なくされた地元住民への住宅提供

や就職支援の取り組みを説明するディスプレーが陳列されてい

た。 

 ＤＤＣの広報担当者によると、同地区からタイ国境までの道

路とタイ側の道路が完成すれば、バンコクまで約３５０キロ、

車なら数時間で行ける。来年早々には、タイとの国境部分の道

路が開通する見通し。 

 これまで視察に訪れたのは、タイを除くとほとんどが日本企

業関係者で、残りはシンガポール企業が来た程度という。（以下

略）        □   □ 

 実務にあたるダウェイ経済特区管理委員会（仮称）のティン・

マウン・スエ委員長は「ミャンマー、タイ両政府の委員会が資

金問題を含めて協議を始めており、両国政府が合意すれば、タ

イ政府やタイの銀行からの融資も実行される」として、アジア

開発銀行（ＡＤＢ）や日本の支援を要請する。 

 ただ、ダウェイ開発に限らず、ミャンマーには「人頼み」の

姿勢が目立つ。新政権発足から１年半。各国の支援が本格化す

るのを前に、ミャンマー政府やミャンマー国民自身が、何がで

き、何をすべきかを真剣に考えるときが来ている。 

                  （ヤンゴン 宮野弘之） 

http://sankei.jp.msn.com/economy/news/121110/fnc12111018

010001-n1.htm  

 [東アジア] 
● 日本尖閣防衛のため特別海上部隊編成 

日本の海上保安庁は東シナ海における尖閣諸島海域を防衛す

るため、特別の海上部隊を編成する。尖閣諸島は中国名をジャ

オユイダオといい、中国側は同諸島を固有の領土であると主張

している。日本の特別部隊は定期的に現れる中国船舶に対して

対応するためのもので、日本側はこの海域を自国の領海と考え

ている。 

http://japanese.ruvr.ru/2012_12_24/nihon-chuugoku-senk

aku-mondai/   

   特別部隊の編成内容は明らかにされていない。基地が置かれ

るのは尖閣諸島が行政区分上属している石垣島となる。 

   尖閣諸島をめぐる日中の対立は、今年9月11日、日本政府
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が民間の所有者から島の土地を購入して以降激化し、中国はこ

のような行動が日本政府の支配を強めるものだと考えている。

その後、中国側の船舶は日本の抗議を無視して、すでに19回以

上にわたって同海域に入っている。 

● ユーラシアンクラブ・愛川サライの運営スタッフを募集します。アジア・シルクロードの諸民族の    方々との

交流を通して、アジアを視野に国家民族宗教を超えた理解親睦協力を促進し、諸民族の共生、自然との共生を模索して活

動します。 
● アジア各地からの投稿を歓迎します。ユーラシアンクラブ・企画編集委員会までお知らせください。 

 
【愛川サライ動向】 

Ⅰ 住民提案型協働事業の申請取り下げ 
 『水の里愛川 ホッとする空間「中津川水辺プロジェクト」』

の一環として愛川町に申請していた「ホッとベンチプロジェ

クト」の申請を取り下げました。まちづくりネットワーク中

津川の連携事業として進めているものですが、愛川町行政推

進課、商工観光課と協議して「10か所50脚」の申請を出し

たが、「審査会」といわれる第三者機関が、半原小学校正門

前は「事業の対象外」、設置数は4か所25脚以内、それ以上

は設置しない、など制約をかけてきたためで、今後は、自主

的に事業を展開することになりました。 
 今回の事業計画実施では、宮ケ瀬ダム周辺振興財団が「水

源地域のまちづくりのモデル事業」として関心を持ち、河川

管理の責任機関厚木土木との協議を仲介し、神奈川県産材を

活用した地産地消のプロジェクトとして県木連の会長を務

める三六木工㈱の落合社長が社会奉仕として52本の丸太を

無償提供するなど、今後の活動に展望のある事業となってい

ます。審査会の対応はまちづくりを規制する方向で対応した

と判断されます。 
 まちづくりネットワーク中津川では、運営委員や協力者に

よる新春懇話会を開催して今後の活動を協議することにし

ています。 

Ⅱ 3月7日に中津小、田代小で鑑賞教室 
 3年目を迎える「子どもの未来プロジェクト」の一環とし

て継続している音楽鑑賞教室を、愛川町中津小学校、田代小

学校の2年生児童を対象に行います。演奏するのは、モンゴ

ル馬頭琴界の若手のホープで、ホーミー演奏者のウルグンさ

んです。現在日程を調整中です。 

Ⅲ 3月30日に半原で「篠笛教室」開催 
 3年目を迎えた「子ども未来プロジェクト」の最後の事業

として、3月30日、半原レインボープラザで「篠笛教室」

を開催することになりました。夏祭りで大活躍の半原の5つ

の行政区（川北、宮本、両向、原臼、細野）のお囃子で篠笛

を吹く子どもたち、愛川高校和太鼓部で篠笛を演奏する高校

生やＯＢＯＧ、三増獅子舞その他愛川町町内で篠笛を演奏す

る町民等を対象にするもので、講師には、元鼓童の篠笛プレ

ーヤーで、葉山市を拠点に活動する村山二朗さんです。村山

さんは、学校や地域での篠笛指導でも活動しており「日本の

祭 笛・太鼓名曲集」を出版しています。「篠笛教室」では、

初級コース、中・上級コースの二回に分けてワークショップ

が行なわれる予定です。参加費は無料です。 

 【ユーラシアンクラブ動向】 

 1993年2月11日がユーラシアンクラブは創設され今年で満20年。建国記念の日に、国家民族宗教を超えた理解親睦協力の

枠組みを模索してユーラシアンクラブはスタートしました。古い国家主義的枠組みはいずれにせよ終わる。次の時代を担う若

者が集えるクラブになるため、今後の活動方針を論議しています。クラブ創設20周年と次の10年を考える新春懇談会を4月

28日に予定しています。若い人も参加できる格安で、飲食持ち込み可能な場所を探しています。どうぞ情報提供ください。 

発行：特定非営利活動法人ユーラシアンクラブ 発行人：江藤セデカ 

住所：〒103-0022 東京都中央区日本橋室町1-11-5 TEL：03-5376-9343

支部愛川サライ〒243-0303神奈川県愛甲郡愛川町中津6314－1 

TEL：046-285-4895 FAX：046-265-0167 E-MAIL：paf02266@nifty.ne.jp 

郵便振替：00190-7-87777ユーラシアンクラブ お振込の場合：ゆうち

ょ銀行〇一九店 当座預金 0087777 ユーラシアンクラブ 会費、ご

寄付はこちらへ。会費は正会員年間1口3、000円、学生会員1,000円、

賛同会員2,000円。一口以上のご協力をお願い申し上げます。 
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編集後記：ユーラシアンクラブの新しい10年に向かって進みます。

クラシックな表現だが「日本列島はアジアや世界の吹き溜まり」。し

かし脱亜入欧以来、中央政府のレールはアジアの理解を切り捨てて

きた。「アジアの眼」を取り戻す牽引車にクラブがなれるといいと思

う。国家民族宗教を超えて理解親睦協力の促進する。特に先住少数

民族にウェートを置いて「民族の共生」「自然との共生」を模索する

―。この一点だけがクラブの絆。どんどん「アジアの絆」を拡げて

行って欲しい。とはいえ地域の活動では新しいまちづくりの理解を

拡げるのはなかなか大変です。それでも地域拠点型で活動を進めた

い。善は必ず勝利する、のかな？（お）  


